
⑴ 2025年４月10日 2025年４月号（第709号）一人は万人のために、万人は一人のために

－はるな生協の現況－
（2025年３月27日現在）

組合員数	 19,616人
出資総額	 394,090,000円
一人平均出資額	 20,090円

電話 027（323）2762 ４ 月 号

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
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２
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）
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お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

　

昨
年
の
暮

れ
、
掘
り
出
し

た
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
日
本
水

仙
の
球
根
を
慌
て
て
植
え

た
。
球
根
は
萎
れ
て
腐
る

寸
前
だ
っ
た
。
絶
対
に
咲

か
な
い
な
、
と
思
っ
た
が
、

少
し
伸
び
始
め
て
い
た
緑

の
葉
が
「
埋
め
て
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う

で
、
石
だ
ら
け
の
硬
い
地

面
を
ち
ょ
っ
と
掘
っ
て
放

り
込
ん
だ
▼
厳
寒
が
来
る

と
地
面
は
凍
り
、
球
根
は

押
し
上
げ
ら
れ
て
土
か
ら

出
て
し
ま
っ
た
。
中
に
は

銀
色
の
無
数
の
根
が
立
ち

上
が
り
、
空
中
に
浮
い
て

し
ま
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。

ご
め
ん
ね
、
ご
め
ん
ね
と

土
を
寄
せ
、
根
が
埋
ま
っ

た
も
の
や
そ
の
ま
ま
倒
れ

て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る

▼
そ
う
だ
。
人
生
（
水
仙

生
？
）
は
色
々
な
の
だ
。

運
の
悪
い
ヤ
ツ
も
い
る
。

私
み
た
い
な
水
仙
だ
な
、

ず
ん
と
胸
が
痛
ん
だ
▼
で

も
今
、
そ
の
水
仙
が
花
を

咲
か
せ
て
い
る
。
葉
も
茎

も
伸
び
な
か
っ
た
の
で
、

ち
ょ
う
ど
パ
ン
ジ
ー
位
の

丈
だ
。
可
愛
い
花
を
低
い

位
置
で
た
く
さ
ん
咲
か
せ
、

普
通
の
水
仙
の
よ
う
に
葉

や
茎
の
間
に
隙
間
が
な
い

分
、
む
し
ろ
賑
や
か
で
華

や
か
な
の
だ
▼
四
月
、
新

し
い
生
活
が
始
ま
っ
た
人

も
多
い
だ
ろ
う
。
失
敗
、

不
運
、
挫
折
…
あ
る
よ
ね
。

で
も
昔
か
ら
失
敗
は
成
功

の
基
と
言
わ
れ
て
い
る
。

大
丈
夫
。
大
切
な
の
は
自

分
を
信
じ
て
諦
め
な
い
こ

と
だ
。
水
仙
が
教
え
て
く

れ
、
私
は
や
っ
と
そ
れ
が

分
か
っ
た
気
が
す
る
。（
ゆ
）

は
る
な
生
活

協
同
組
合

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部

高崎市特定健診及びがん検診
（健康づくり受診券）のご案内
　令和７年度は、５月１日（木曜日）から開
始となります。
　特定健診及びがん検診（健康づくり受診券）
は予約制となりますので、お電話にてご予約
をお願い致します。

平　日　８：30～ 17：00
土曜日　８：30～ 13：00

※�電話が大変込み合うこともあります。ご了承く
ださい。
※�予約以外の方はお断りする場合がございます。
ご了承ください。
※�受診の際は保険証・健康づくり受診券・特定健
診受診券を忘れずにお持ちください。

　
年
度
末
強
化
月
間
の
目
的
は
、
各
支
部
な
ど
が

仲
間
増
や
し
と
出
資
金
増
や
し
の
年
間
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
、
各
支
部
な
ど
で
訪
問
行
動
や
班
会
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地図で訪問先を確認する中居第二支部のみなさん

◆�

連
載
・
リ
ハ
ビ
リ
／
ふ
る
さ
と
の
散
歩
道
の

お
知
ら
せ
／
奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ
な
ど

（
２
面
）

◆�

【
特
集
】
新
入
職
員
の
紹
介
（
３
面
）

◆�

診
療
案
内
【
病
院
・
通
町
診
療
所
・
歯
科
診

療
所
】（
４
面
）

◆�

お
便
り
・
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
／
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
／
連
載
・
私
の
趣
味
な
ど
（
５
面
）

◆�

３
月
の
活
動
（
班
会
・
健
康
づ
く
り
委
員
会

他
）
／
す
こ
し
お
レ
シ
ピ
な
ど
（
６
面
）

今 月 の 紙 面
（４月号）

健康マージャン班会（組合員ふれあい会館）

年
度
末
も
地
域
を

年
度
末
も
地
域
を

回
っ
て
、
組
合
員

回
っ
て
、
組
合
員

確
認
を

確
認
を中

居
第
二
支
部

目
標
ま
で
あ
と
も

目
標
ま
で
あ
と
も

う
少
し
！
緑
十
字

う
少
し
！
緑
十
字

配
布
者
慰
労
会

配
布
者
慰
労
会

倉
賀
野
支
部

班
会
で
つ
な
が
り

班
会
で
つ
な
が
り

づ
く
り

づ
く
り

上
中
居
支
部

　

中
居
第
二
支
部
で
は
、
秋

の
生
協
強
化
月
間
に
引
き
続

き
、
３
月
18
日
に
理
事
・
役

員
・
職
員
の
５
人
で
訪
問
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
回
と
エ
リ
ア
を
変
え

て
、
緑
十
字
の
配
達
者
が
い

な
い
地
域
を
回
っ
て
、
組
合

員
宅
に
緑
十
字
や
支
部
だ
よ

　

倉
賀
野
支
部
で
は
、
３
月

19
日
に
緑
十
字
の
配
達
者
に

日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
慰

労
会
＝
写
真
下
＝
を
開
き
、

　

上
中
居
支
部
で
は
、
こ
の

期
間
は
訪
問
行
動
で
は
な

く
、
４
つ
の
班
（
笑
い
ヨ
ガ

班
・
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
班
・

上
中
居
班
・
カ
ル
タ
班
）
で

そ
れ
ぞ
れ
の
班
会
の
参
加
者

全
員
に
出
資
金
（
積
立
や
増

資
）
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

各
目
標
の
達
成
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、「
班
で
の
つ

な
が
り
」
を
基
盤
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
仲
間
づ

く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。
最

後
に
、
上
中
居
支
部
の
班
会

会
場
は
、
主
に
組
合
員
ふ
れ

あ
い
会
館
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
笑
い
ヨ
ガ
（
ラ
フ
タ
ー

ヨ
ガ
）
や
健
康
で
フ
レ
イ
ル

予
防
の
た
め
の
マ
ー
ジ
ャ
ン

を
み
な
さ
ん
も
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
今
年

の
１
月
か
ら
は
、
高
齢
者
住

宅
虹
の
家
（
１
階
）
の
地
域

り
と
は
る
な
生
協
の
案
内
を

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
ま
し
た
。

23
軒
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
ま

し
た
が
、
留
守
宅
が
多
く
直

接
お
話
し
し
て
の
説
明
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
緑
十
字

な
ど
を
見
て
生
協
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
の
思
い
で
続

け
て
い
ま
す
。

　

中
居
第
二
支
部
で
は
、
３

つ
の
班
が
活
動
し
て
お
り
、

毎
月
積
立
増
資
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
生
協
強
化
月

間
目
標
・
年
間
目
標
と
も
に

９
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
は

じ
め
に
、
支
部
長
か
ら
今
年

度
の
活
動
の
振
り
返
り
と
仲

間
ふ
や
し
・
出
資
金
増
や
し

の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
出
資
金
・
仲
間
増
や

し
と
も
、
も
う
少
し
で
目
標

達
成
で
き
そ
う
な
の
で
、
最

後
ま
で
呼
び
か
け
よ
う
と
決

意
し
ま
し
た
（
そ
の
後
、
両

目
標
と
も
達
成
し
ま
し
た
）。

　

新
年
度
に
向
け
て
、
生
協

の
活
動
を
も
っ
と
広
く
知
っ

て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
、
班
会
や
支
部
行
事

達
成
し
ま
し
た
。

　

毎
月
第
二
木
曜
日
の
14
時

か
ら
ふ
れ
あ
い
会
館
で
行
っ

て
い
る
「
お
り
が
み
班
会
」

は
、
お
住
ま
い
の
地
域
に
関

係
な
く
参
加
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

組
合
員
活
動
部

電
話
０
２
７
‐
３
２
３
‐

２
７
６
２
（
担
当　

井
上
）

の
参
加
者
を
増
や
す
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
な
ど
、
和

や
か
な
中
に
も
真
剣
に
交
流

し
ま
し
た
。

027-323-2181（高崎中央病院・健診室：直通）

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
支
え
合
い

年
度
末
強
化
月
間
３
／
１
～
３
／
31

交
流
セ
ン
タ
ー
で
カ
ル
タ
も

始
め
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
是

非
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
組
合
員
活
動
部
・
野

村
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

電
話
：
０
２
７
‐
３
２
３
‐

２
７
６
２
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

クリスマスプレゼントづくりの
ボランティア募集！

　
寒
さ
が
す
っ
か
り
過
ぎ
去

り
春
の
気
配
に
包
ま
れ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
が
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

体
調
を
整
え
る
絶
好
の
タ
イ

ミ
ン
グ

　
冬
の
寒
さ
で
縮
こ
ま
っ
た

体
を
解
放
し
、
暖
か
さ
に
適

応
す
る
た
め
に
リ
ハ
ビ
リ
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
健
康

を
保
つ
た
め
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
こ
の
時
期

に
取
り
組
む
リ
ハ
ビ
リ
は
、

身
体
的
な
回
復
を
促
進
し
、

日
常
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
役
立
ち
ま
す
。

　
ま
ず
、
こ
の
季
節
に
リ
ハ

ビ
リ
で
大
切
な
の
は
、
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
で
柔
軟
性
の
向

上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
冬

の
間
に
体
が
固
く
な
り
が
ち

で
す
が
、
春
に
向
け
て
身
体

を
柔
軟
に
保
つ
こ
と
は
非
常

に
大
切
で
す
。
特
に
肩
や
背

中
、
股
関
節
や
太
も
も
、
そ

し
て
ふ
く
ら
は
ぎ
や
足
首
の

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
こ
と

で
、
関
節
の
可
動
域
が
広
が

り
、
筋
肉
や
筋
腱
の
柔
軟
性

が
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
歩
行
や
立
ち
上

が
り
な
ど
の
日
常
動
作
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
痛
み
や
不

快
感
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
歩
行
訓
練

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
全
身
の

筋
肉
を
使
い
、
血
行
促
進
や

心
肺
機
能
の
向
上
に
役
立
ち

ま
す
。
さ
ら
に
、
歩
く
こ
と

で
足
腰
の
筋
力
が
強
化
さ

れ
、
バ
ラ
ン
ス
が
改
善
さ
れ

る
た
め
、
転
倒
リ
ス
ク
を
減

ら
す
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
無
理

な
く
始
め
る
こ
と
が
で
き
、

少
し
ず
つ
時
間
や
距
離
を
増

や
す
こ
と
で
体
力
が
つ
き
、

日
常
生
活
の
質
が
向
上
し
ま

す
。

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
特
に
、
下
半
身
や
体
幹
を

鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
効

果
的
で
、
筋
力
の
回
復
を
助

け
ま
す
。
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
立

ち
上
が
り
訓
練
を
行
う
こ
と

で
、
膝
や
腰
の
関
節
を
保
護

し
、
歩
行
や
階
段
の
昇
降
が

楽
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
体

幹
を
強
化
す
る
こ
と
で
姿
勢

が
改
善
さ
れ
、
全
体
的
な
バ

ラ
ン
ス
が
向
上
し
ま
す
。

温
熱
療
法
や
お
風
呂
で
の
リ

ハ
ビ
リ
も
、
春
に
行
い
た
い

方
法
で
す
。
温
か
い
お
湯
に

浸
か
る
こ
と
で
筋
肉
が
ほ
ぐ

れ
、血
行
が
良
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
季
節
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

　
春
は
花
粉
症
や
気
温
の
変

化
で
体
調
を
崩
し
や
す
い
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。
呼
吸
法

や
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
取
り
入

れ
て
、
心
身
の
状
態
を
整
え

る
こ
と
も
重
要
で
す
。ま
た
、

春
は
新
し
い
始
ま
り
を
象
徴

す
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行

い
、体
調
を
整
え
る
こ
と
で
、

よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
、
そ
し

て
健
康
的
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
無
理
せ
ず
、
少

し
ず
つ
体
を
慣
ら
し
な
が
ら

リ
ハ
ビ
リ
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
作
業
療
法
士

�

）

連　載

（
そ
の
10
）

役
に
立
つ

役
に
立
つ
リ
ハ
ビ
リ

リ
ハ
ビ
リ
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

役
に
立
つ

役
に
立
つ
リ
ハ
ビ
リ

リ
ハ
ビ
リ
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

　帽子型の飾りを作っています。次回は、接着剤でリボ
ンや飾りをつける作業です。訪問診療の患者さんや高齢
者住宅・デイサービスの
利用者さんに届けます。
　次回、５月19日（月）
15時ごろから１時間程
度。ふれあい会館で作業
します。

第42回ふるさとの散歩道
『長野堰用水を取水口からたどろう』

　ふるさとの散歩道ではこれまでに、円筒分水堰や立体交差、
榛名湖の水門など長野堰用水に関連した施設を訪ねる企画が何
回かありました。今回は、長野堰用水を取水口から高崎駅近く
までたどってみます。かなりの長距離（８km）となりますので、
心して参加してください。大変な方は途中のバス停までがんばっ
て、バスで帰りましょう。

申込期限:５月２日（金）
お申込み・お問い合わせ先：
組合員活動部（井上）電話027（323）2762

※�長野堰改修紀功碑の写真を撮ってこられた方には参加賞を差し上げま
す。組合員活動部までお越しください。
※�第１回～第41回までの散歩道の地図も組合員ふれあい会館１階に用意し
てあります。（欠番あり）

コ ー ス：�高崎駅バス２番乗り場→本郷バス停→小堀川サイ
ホン・白川伏樋・長野堰改修紀功碑など→高崎駅

日　　時：５月８日（木）午前８時20分集合
集合場所：高崎駅西口２番バス乗り場
参 加 費：無料（バスの運賃は自己負担、片道530円です）
行　　き：�高崎駅西口バス２番乗り場８：30発榛名湖行き→

８:52本郷バス停下車⇒長野堰頭首工（取水口）
帰　　り：�基本的には高崎駅まで歩きますが、途中のバス停

からバスに乗車することも可能。
※少雨決行、荒天中止。
定員15人（申し込み順）、申し込みが５人以下の場合は中止
します。

～奨学生を募集しています～～奨学生を募集しています～

〈お問い合わせ先〉
はるな生活協同組合　高崎中央病院　電話：027-323-2665（代）
医学科：医学生担当　内堀（e-mail:igakusei@harunacoop.or.jp）
看護学科：看護部長　上田（e-mail:t-fucho@harunacoop.or.jp）

お問い合わせ先：組合員活動部
　　　　　　　　担当：井上　電話027-323−2762
　　　　　　　　メールkumikatu@harunacoop.or.jp

〈奨学金制度の概要〉
　私たちの医療理念(医療福祉宣言･綱領)に共感し、将来私たちと一
緒に地域の医療を担っていこうという意思のある学生さんに対し
て、修学の一助として奨学金の貸与を行っています。
〈奨学生活動〉
　月に一度、奨学生が自分たちの学びたいことを出し合って学習を
行ったり、医療・介護の現場で実地体験を行うなど様々な活動を行
います。
〈奨学金の額〉
　医学科　　１～３年　50,000円／月
　　　　　　４～６年　60,000円／月
　看護学科　１～４年　40,000円／月
○�群馬県の修学資金制度をはじめ、他の奨学金制度を利用している
方も応募できます。
○奨学金は無利子です。
○�卒業後、一定期間勤務することにより、奨学金の返還が免除され
ます。
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・
内
堀
絵
里
奈
（
事　

務
）

・
田
澤　

優
太

（
臨
床
検
査
技
師
）

・
中
島　

真
愛
（
看
護
師
）

・
佐
藤　

鮎
生（

准
看
護
師
）

・
柴
田　

朱
美（

准
看
護
師
）

・
石
井　

利
恵（

看
護
助
手
）

・
松
本　

千
愛
（
看
護
師
）

・
吉
野　

綾
夏
（
看
護
師
）

・
柴
崎　

親
弥
（
看
護
師
）

・
関
口　

育
子
（
看
護
師
）

・
中
川　

昌
子（介

護
福
祉
士
）

・
塩
野　

祐
司（介

護
福
祉
士
）

・
坂
居　

真
理
（
事　

務
）

・
花
光　

理
愛
（
看
護
師
）

・
山
本　

千
春
（
看
護
師
）

・
並
木　

夏
菜
（
看
護
師
）

・
瀬
尾　

美
穂
（
看
護
師
）

・
中
野　

雄
斗（

准
看
護
師
）

・
小
池　

翔
太（

准
看
護
師
）

・
高
屋
敷
麻
衣（

准
看
護
師
）

・
岡
田　

尚
大（

准
看
護
師
）

・
金
子　

好
美（介

護
福
祉
士
）

・
和
田
琉
弥
奈
（
事　

務
）

・
田
中　

美
帆（歯

科
衛
生
士
）

①
梅
本
み
な
美

②
看
護
師

③
４
月
よ
り
看
護
師
と
し
て

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
畑
村　

春
香

②
看
護
師

③
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
頑
張
り

ま
す
。

①
眞
庭　

弘
征

②
看
護
師

③
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

①
杉
本　

龍
哉

②
診
療
放
射
線
技
師

③
早
く
一
人
前
に
な
っ
て
、

正
し
い
診
断
に
導
け
る
診
療

画
像
を
提
供
し
、
患
者
様
の

健
康
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

高
崎
中
央
病
院

新入職員紹介
2025年４月１日　“はじめまして。よろしくお願いします”

①氏　名
②職　種
③一　言

新入職員紹介新入職員紹介
（2024年度　2024年４月２日～2025年３月31日）（2024年度　2024年４月２日～2025年３月31日）

①
中
澤　
　

雅

②
歯
科
研
修
医

③
は
じ
め
ま
し
て
。
歯
科
研

修
医
と
し
て
お
世
話
様
に
な

り
ま
す
中
澤
で
す
。
こ
れ
か

ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

①
飯
島　

可
奈

②
看
護
師

③
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

は
る
な
生
協

歯
科
診
療
所

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ほ
ほ
え
み

・
田
村　

恵
美（介

護
福
祉
士
）

・
水
野　

洋
平（介

護
福
祉
士
）

・
高
橋　

洸
陽（介

護
福
祉
士
）

・
若
林　

裕
江
（
介
護
員
）

・
島
田　

直
子
（
看
護
師
）

・
岩
熊　

真
美（介

護
福
祉
士
）

・
二
瓶　

綾
子
（
介
護
員
）

・
高
柳　

恵
美（介

護
福
祉
士
）

・
岡
村
美
津
子
（
介
護
員
）

・
萩
原　

英
之（介

護
福
祉
士
）

・
原　
　

加
澄
（
介
護
員
）

・
佐
藤
笑
留
菜
（
看
護
師
）

・
深
津　
　

舞
（
看
護
師
）

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

ほ
ほ
え
み
の
杜

デ
イ
ホ
ー
ム

ほ
ほ
え
み
の
杜

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

虹
の
家

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

レ
イ
ン
ボ
ー
（
虹
の
家
）

看
護
小
規
模
多
機
能

つ
む
ぎ

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ほ
ほ
え
み

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ほ
ほ
え
み

高
崎
中
央
病
院

通
町
診
療
所

は
る
な
生
協

は
る
な
生
協

歯
科
診
療
所

歯
科
診
療
所
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高崎中央病院診療案内

予約や変更受け付け（9：00～ 17：00）
予約専用電話℡（027）323－2808

℡（027）323－2665㈹
＊診療案内はホームページでもご覧いただけます。（URL：https://harunacoop.jp）

2025年４月〜

（高崎中央病院）

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所
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〈
中
居
町　

〉

　

最
近
は
気
温
の
変
化
で
体

調
を
崩
し
や
す
い
で
す
ね
。

気
を
付
け
た
い
も
の
で
す
。

日
が
長
く
な
り
得
し
た
気
分

に
な
り
ま
す
。

〈
貝
沢
町　

〉

　

リ
ハ
ビ
リ
あ
れ
こ
れ
の

ニ
ュ
ー
ス
は
毎
日
の
生
活
態

度
に
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。

自
分
の
体
の
活
力
を
み
な
ぎ

ら
さ
せ
て
く
れ
ま
す
、
い
つ

も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。〈

新
町　

〉

　

息
子
が
年
少
に
な
り
ま

す
、
成
長
が
楽
し
み
で
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
。
一
緒
に
成
長

し
て
い
き
た
い
で
す
。

〈
井
野
町　

〉

　

今
冬
は
防
寒
対
策
に
断
熱

材
の
プ
チ
プ
チ
を
張
っ
た
と

こ
ろ
、
と
て
も
暖
か
く
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
外
が

見
え
に
く
い
の
が
難
で
す
が

十
分
防
寒
対
策
に
は
な
り
ま

し
た
。
安
価
で
す
の
で
４
月

【
俳
句
・
川
柳
】

春
め
い
て
青
葉
と
ん
と
ん
は
ず
む
朝	

江
木
町　

五
十
嵐
陽
子

青
き
空
寺
の
白
蓮
真
盛
り	

双
葉
町　

須
賀　

宏
江

お
む
か
え
は
何
時
で
も
い
い
と
く
す
り
飲
む	

砂
賀
町　

成
瀬　

絹
江

移
民
の
子
今
で
は
移
民
い
び
り
出
し	

乗
附
町　

関
谷　

治
行

手
の
ひ
ら
に
お
も
は
ず
拾
い
し
落お

ち

椿つ
ば
き	

東
貝
沢
町　

中
西　

好
江

【
短
歌
】

結
婚
や
初
子
が
生
ま
れ
た
孫
達
の

　
　
　
　

祝
い
を
家
計
と
睨に

ら

み
合
わ
す
な
り	

藤
岡
市　

野
村
美
佐
江

尾
瀬
縦
走
で
一
本
の
橋
を
渡
り
終
え

　
　
　
　

十
数
年
後
迄
生
き
延
び
て
ま
す	

甘
楽
町　

中
重　

仁
子

歯
が
並
び
何
時
の
間
に
や
ら
人
前
で

　
　
　
　

大
口
あ
け
て
笑
い
も
弾
む	

上
並
榎
町　

川
嶋　

尚
武

花
粉
飛
び
黄
砂
が
降
る
日
ど
こ
も
出
ず

　
　
　
　

部
屋
の
片
づ
け
ゆ
っ
く
り
と
す
る	

下
之
城
町　

菊
池　

弘
美

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
っ
て
歩
く
一
年
間

　
　
　
　

黄
色
帽
子
も
脱
ぎ
成
長	

中
居
町　

佐
藤　

正
裕

（
掲
載
は
到
着
順
で
す
）

【
応
募
要
領
】

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い

て
左
記
に
お
送
り
下
さ

い
。
抽
選
で
10
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま

す
。
ま
た
、「
お
便
り
」コ
ー

ナ
ー
ま
で
、
あ
な
た
の
近

況
、
ご
意
見
、
そ
の
他
、

一
言
添
え
て
下
さ
い
。

【
宛
先
】

〒
３
７
０
︲
０
０
４
３

高
崎
市
高
関
町
498
の
1

は
る
な
生
協

緑
十
字
編
集
委
員
会

４
月
30
日（
水
）必
着
の
こ
と
。

３
月
の
正
解
は

で
し
た
。

【
３
月
当
選
者
】

左
記
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

尾
﨑　

道
子
（
北
通
町
）

星
野
キ
ヨ
子
（
若
松
町
）

小
網　

光
代
（
鶴
見
町
）

青
島
み
よ
の
（
通
町
）

小
池　

京
子
（
江
木
町
）

根
岸　

節
子
（
下
豊
岡
町
）

矢
野　

輝
男
（
根
小
屋
町
）

増
田　

一
臣
（
江
木
町
）

丸
沢
智
佳
子
（
甘
楽
町
）

瀧
野　

幹
康
（
中
居
町
）

【解き方】タテ・ヨコのカギを解いてクロスワードを完成したら、二重ワク
の文字をＡ〜Ｆの順に並べて言葉を完成させてください。

オ
ク
ル

バ

コ
ト

　

今
年
も
Ｍ
Ｌ
Ｂ
（
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
）、
特
に
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス

か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
昨

年
、
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
を

制
覇
し
た
ド
ジ
ャ
ー
ス
は
、

大
谷
翔
平
選
手
だ
け
で
な

く
、
他
の
ス
ー
パ
ス
タ
ー
選

手
、
他
監
督
や
コ
ー
チ
さ
ら

に
は
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

も
含
め
て
常
に
チ
ー
ム
の
た

め
に
闘
う
「
ド
ジ
ャ
ー
ス
戦

法
」
が
真
髄
と
な
っ
て
い
ま

す
。
１
点
を
取
る
た
め
の
泥

臭
い
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
す
る

日
本
の
高
校
野
球
の
よ
う
な

メ
ジ
ャ
ー
と
は
思
え
な
い
ス

タ
イ
ル
に
地
元
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
の
フ
ァ
ン
は
魅
了
さ
れ
ま

【連載32】

私
の
趣
味

私
の
趣
味

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

す
。
今
年
も
ワ
ー
ル
ド
シ

リ
ー
ズ
連
覇
に
向
け
た
シ
ー

ズ
ン
が
楽
し
み
で
す
。

倉
賀
野
球
児

お
便
り

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

に
な
っ
た
ら
は
ず
す
つ
も
り

で
す
。

〈
城
山
町　

〉

　

先
日
愛
犬
が
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
16
年
以
上

も
一
緒
に
い
た
の
で
心
も
頭

も
ポ
ッ
カ
リ
穴
が
あ
い
て
し

ま
い
ま
し
た
が
廻
り
の
人
達

に
い
た
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
事
に
気
付
き
ま
し
た
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
下
滝
町　

〉

　

春
が
も
う
す
ぐ
。「
ジ
ャ

ガ
イ
モ
」
を
植
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ナ
ス
・
ト
マ
ト
・

キ
ュ
ウ
リ
の
植
え
付
け
の
準

備
で
す
。

2025年度
ワイワイ子育て講座の

お知らせ
第２回　『春から夏の子どもの病気』

日時：５月14日（水）　10：30～11：30
講師：鈴木　　隆（高崎中央病院　小児科医師）
場所：まちのリビング　kidssaco（きっさこ）
� 〈中居町中央商店街〉

人数：10組　申し込み順（親子参加歓迎）
※参加費用は、かかりません。
　講演20～30分　質問・懇談30分程度を予定してい
ます

お申し込み先：
　高崎中央病院　小児科
　☎027－323－2607



「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。
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組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

ちょっと一言ちょっと一言ちょっと一言

あさりとキャベツのワイン蒸し
●材　料（２人分）
・あさり…………………… 100ｇ
・キャベツ…………………… １枚
・にんにく……………… 1/2かけ
・赤とうがらし…… 小さじ1/2本
・白ワイン………… 大さじ1と2/3
・オリーブ油………… 小さじ1/2
・バター……………… 小さじ1/2

・あさりは豊富な鉄分とビタミンB12が貧血を予防。
・コハク酸のだしでうまみのある味に。
・また、肝臓の働きを高めるタウリンも豊富に含みます。
� （高崎中央病院栄養科　調理師　 ）

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

●作り方
①�あさりは砂抜きをして洗い、水
気を切る。キャベツは食べやす
い大きさのざく切りにし、にん
にくはつぶす。赤とうがらしは
種を取る。
②�フライパンに①の材料をいれ、
白ワイン、オリーブ油を入れ蓋
をし、強火で１～２分蒸す
③�あさりの口が開いたら火を止め、
バターを加えて混ぜながら溶か
す。

〈１人分の栄養価〉
　32kcal　　塩分0.5ｇ

　

か
ね
て
よ
り
や
り
た
か
っ

た
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
を
３

月
14
日
に
観
音
寺
東
集
会
所

　

健
康
づ
く
り
委
員
会
で
は

３
月
15
日
、
甘
楽
町
の
ふ
れ

あ
い
食
堂
「
ほ
ぺ
た
ん
広
場
」

（
コ
ー
プ
ぐ
ん
ま
主
催
）
で
健

康
チ
ェ
ッ
ク
＝
（
写
真
）
を

行
い
ま
し
た
。

ぐ
ん
ま
ま
る
ご
と

　

健
康
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ャ
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ン
ジ
２
０
２
４

福島被災地見学 参加者募集のお知らせ

日　　程：５月29日（木）
集　　合：高崎中央病院 東側駐車場（歯科診療所の南側です。）
時　　間：７時出発（６時45分集合）
　　　　　19時30分帰着予定
見学箇所：�大熊町～浪江町～双葉町など（福島第一原子力発電所

の周辺）
参 加 費：4,000円【資料・お弁当代含む】
定　　員：30人（先着順）
＊大型バス１台で現地に行きます。職員も15人程参加予定です。

【お問い合わせ先】社会保障委員会事務局（組合員活動部）・野村まで
　　　　　　　　  ☎027-323-2762

手
作
り
企
画
は
楽
し
い
ね

	
群
馬
町
支
部
・
あ
け
ぼ
の
班
会

� 第５支部　

社会保障委員会

３
月
は
「
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

で
大
忙
し

	

健
康
づ
く
り
委
員
会

３・１ビキニデー集会に
参加して

３
月
の
活
動

　

昨
年
９
月
か
ら
12
月
ま

で
実
施
し
た
ぐ
ん
ま
ま
る

ご
と
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

は
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら

参
加
報
告
は
が
き
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
は
る
な
生
協
で
は
、

一
般
４
２
９
人
、
キ
ッ
ズ

チ
ャ
レ
ン
ジ
６
団
体
39
人

と
去
年
よ
り
少
し
減
少
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
群

馬
県
全
体
の
参
加
者
は
一

般
６
３
８
２
人
、
キ
ッ
ズ

チ
ャ
レ
ン
ジ
４
８
９
８
人

の
合
計
１
万
１
千
人
以
上

で
し
た
。

　

報
告
は
が
き
の
中
に

は
、
毎
日
の
取
り
組
み
を

び
っ
し
り
記
録
し
た
も
の

も
多
数
。「
い
い
き
っ
か

け
に
な
っ
た
」「
お
す
す

め
メ
ニ
ュ
ー
で
体
が
温
ま

る
」「
毎
日
や
る
と
体
の

調
子
が
よ
く
衰
え
を
感
じ

な
い
」「
す
こ
し
お
は
難

し
い
け
ど
続
け
た
い
」
な

ど
素
直
な
感
想
や
、
キ
ッ

ズ
の
か
わ
い
い
感
想
と
温

か
く
見
守
る
保
護
者
の
コ

メ
ン
ト
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。

結 
果 

報 

告

で
行
い
、
参
加
者
７
人
が
集

ま
り
ま
し
た
＝
（
写
真
）。

　

高
崎
産
の
小
麦
粉
を
使
っ

て
手
打
ち
う
ど
ん
を
作
り
ま

し
た
。
足
踏
み
用
に
替
え
の

靴
下
も
用
意
し
て
、
こ
ね
て

踏
ん
で
伸
ば
し
て
切
っ
て
と
、

楽
し
く
作
業
し
、
お
土
産
分

ま
で
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

「
茹
で
た
ら
短
く
な
っ
ち
ゃ
っ

た
」「
で
も
味
は
最
高
」
と
楽

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
楽
し
い
企
画
を
や
り
た
い

ね
、
今
度
は
あ
の
人
に
も
声

を
か
け
よ
う
と
、
次
を
計
画

中
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
パ
パ
マ

マ
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
30
人

以
上
の
方
が
血
圧
・
握
力
・

骨
密
度
な
ど
の
測
定
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
28
日
に
は
、

上
中
居
町
の
ふ
れ
あ
い
い

き
い
き
サ
ロ
ン
「
な
で
し

こ
交
流
会
」
で
25
人
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し

た
。
民
生
委
員
つ
な
が
り

の
３
つ
目
の
サ
ロ
ン
で
す
。

組
合
員
の
姿
も
あ
り
ま
し

た
。

　

２
ヵ
所
と
も
「
握
力
や

骨
密
度
を
測
る
機
会
は
滅

多
に
な
い
か
ら
よ
か
っ
た
」

な
ど
と
好
評
で
し
た
。

　被災71年ビキニデー日本原水協全国集会（２月28日～３月１日・静岡）
に、はるな生協を代表して参加しました。
　1954年３月１日アメリカのビキニ環礁水爆実験により多くの人が被
害に合いました。深刻な放射能汚染が引き起こされ、71年が経った今
でも日本政府は被害への救済、補償を行っていません。
　ビキニデー集会には、第五福竜丸の帰属する静岡県焼津市に全国か
らたくさんの人が集まりました。核兵器の全面禁止、廃絶を求め、核
兵器は人類と共存できないことを訴えました。日本は唯一の被爆国で
あるにも関わらず、その教訓を忘れ戦争する国へと突き進んでいます。
　集会では「福島の原発を忘れるな」の報告が印象に残りました。未
だ仮設住宅で暮らす人がいて、放射線の数値が基準より高い地域があ
るにも関わらず、メディアは復興しているかのように取り上げていま
す。原発事故はその後の人生を変えてしまう恐ろしい現実を突きつけ
ています。福島県民の置かれた現状から、これからどう生きて行けば
よいかを切々と訴えていました。
　参加した分科会は「原発ゼロ、気候危機打開、地球環境を守ろう」です。
気候危機は深刻な問題で、このままでは人類が生存できなくなるとい
う警鐘を鳴らしています。無謀な核実験や海洋汚染、温暖化、気候変
動等、私たち人間が危機感を感じずに思うままにやってきた結果、今
深刻な問題になっていると指摘しました。日本の海水温度は日々上が
り今まで獲れていた魚も日本海域では獲れる量が少なくなってきてい
ます。
　マーシャル諸島は、ビキニ原爆実験の残骸の核のゴミ捨て場になり
老朽が進んだ厚いコンクリートで覆われ、放射能がもれています。知
らないうちに私たちが口にしているマグロも放射能をあびている可能
性があるとのことです。福島第一原発事故の千倍以上も高い濃度が検
出されていますがアメリカ政府はこのことを報道していません。また、
日本政府も第五福竜丸の事実を隠蔽し、補償、救済をしないアメリカ
の要求を受け入れています。日本政府は無責任すぎると感じました。
　今日本政府がやる事は、核禁止条約に参加し世界に核廃絶の先頭に
なることです。広島、長崎、福島を風化させないこの運動が子ども達
の未来につながり、安心して暮らせる社会につながっていきます。


